
VOL.28 S-2
CHEMOTHERAPY 195

呼吸器感染症に対す るCefadroxil (BL-S 578)の 使用経験

伊藤和彦 ・森瀬雅典 ・吉井才司 ・高納 修

名古屋大学医学部第一内科

Cefadmxilを 呼吸器感染症8例 に投与 し,次 の結果を得た。

1.臨 床的には,急 性気管支炎3例,気 管支拡張症 の 感染2例,慢 性気管支炎の 急性増 悪2例,気

管支肺炎1例 の計8例 に対 し,著 効2例,有 効4例,や や有効2例 の良好な成績を得た。

2,細 菌学的には,起 炎菌 と考 えられ るStr. pneumoniae, K. pneumoniaeに は有用であったが,

H. influenzaeに は有用性は認め られなか った。

3.副 作用は,全 例に認め られず,ま た,臨 床検査 への異常な影響 も認 められなか った。

新 しく開発され,広 域 の スペ ク トルを 有す る経 口用

Cephalosporin系 抗生剤で,Cephalexinと 同程度の効

用が期待できる1)とい うCefadmxil (BL-S 578)を 使用

する機会を得たので,当 内科を受診 した呼吸器感染症 を

対象に投与し,そ の臨床効果について検討 したので報告

する。

I.試 験 方 法

当内科を受診 した呼吸器感染症 を対 象 にCefadroxi1

を投与し,そ の臨床症状 の経過を観察 した。 また,そ の

投与前後に,胸 部X線 検査,喀 疾検査,血 沈や血液一般

検査,血 液生化学検査な どを行な うこととした。

臨床効果判定は,(1)胸 部X線 写真の陰影変化,(2)血 沈

値 ・CRP・白血球数 ・喀疾 中の分離菌 の消長な どの臨床

検査所見,(3)発 熱 ・胸部 ラ音 ・喀疾 の膿性度や量 ・咳漱

やその他の 自 ・他覚的な所見な どを参考に して行ない,

最終判定は主治医 の判定に よったが,こ れ とは別に,集

計 の時に7日 目にも効果判定を行なった。

II.試 験 成 績

(1)期 間は昭和53年8月 下旬 より,約2ヵ 月間であ っ

た。

(2)対 象は8例 で,年 令は23才 より72才 まで,平 均46

才,性 別は男性2例,女 性6例 であ った。また,全 例 と

も外来 であった。

(3)対 象疾患は,急 性気管支炎3例,気 管支拡張症の

感染2例,慢 性気管支炎の急性増悪2例,気 管支肺 炎1

例であ った。

(4)重 症度 は,軽 症4例,中 等症4例 であ った。

(5)1日 投 与量は,750mgか ら2,000mgま で,投

Table 1 Summary of cases
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与日数は,35日 間の1例 を除 いて樹 ～14日 間であ っ

た。また,総 投与量は109以 下が3例,10～2ogが

3例,209以 上が2例 であった。

(6)合 併症としては、肺気腫,気 管支喘息,高 血圧が

あり,基礎疾患 として,陳 旧性肺結核,陳 旧性肋膜 炎が

あった。

以上はTab1e1に まとめた。

(7)起 炎菌と考えられる分離菌 は,Hramophilsin-

fl uenzae, Streptococcus pneumonia., Klebsiella pneu-

moin48な どであった。

対象症例8例 の喀疾 よりの分離菌及び起炎菌 と思われ

る菌の薬剤感受性の結果な どを,Tab1e2に まとめた。

症例No.2で は 治療前にHaemophilus infiuenzae

が(+)に 分離 されてお り,薬 剤感受性でCEXに(+),

ABPC(+),TC(+)で あったが,治 療5日 目に も,

H.infiuenzaeが(帯)に 分離 されてお り,感 受性は,

CEX(+),ABPC(+),TC(+)と な っていた。

治療終了後H.iflmueは 分離 されていなか った。

この症例は,合 併症 として肺気腫があ るが,自 覚症状

や他覚所見は著明に改善 してお り,さ らに治療終了後に

はH.influenzaeeも 消失 してお り,著 効 とした症例 であ

る。しかし,Hr.inflewnmは,治 療5日 目の喀疾 より

多数分離 されてお り,こ の薬剤が有効であ るかは問題で

ある。

症例No.4はStrePtocmsPneumoinmuが 分離 され

ており,起 炎菌 と考えられた。

症例No.5は,治 療前に.KlebsielJa Pgwumomae(+)

が分離され,感 受性はCEX(+),ABPC(+)で あ り,

また,HamPhilusinflumzae(+)も 分離 され,感 受性

は,CEX(+),ABPC(+)で あ った。治療後,Klebsiella

Pmu.は 消失 したが,Hr.inflmnzaeは(+)に 分離 さ

れCEX(+),ABPC(+)と 感受性 も変化 していた。

この症例は,Klebsiella pneuとH.inflmnzaeの 混合

感染 と考 えられた。7日 日では無効 と判定 さ れ た が,

自覚症状 の改善,検 査 所 見 の 改 善,klebsiella pneu

の消失 を考 えてやや有効 と最終判定 され た が,そ の後

Minocyclineが 使われ,菌 も消失 し,治 癒 してい る。

症例No.6は,H.influsnzae(+)が 分離 され感受

性は,CEX(+),ABPC(+),TC(+),GM(+),

CBPC(+)で あ った が,自 覚症状不変,検 査所見不変

で7日 目では無効 と判定 したが,主 治医の最 終 判 定 で

は,や や有効 とされていた。 この症例は,35日 間投薬を

うけてお り,治 療上で も,ま た主治医判定で も問題があ

ると思われた。

自覚症状 の変化や効果判定は,Tab1e3に 示 した。

(8)咳 漱,喀 疾,発 熱な ど調査票に記載 された 自覚症

状だけに従 って,そ の改善傾向を み る と,著 明改善3

例,改 善4例,不 変1例 であ った。

(9)臨 床効果 判定は,7日 目判定 で,著 効1例,有 効

5例,無 効2例 であ り、主治医の最 終判定 では,著 効2

例,有 効4例,や や有効2例 であ った。

7日 目判定無効の2例(症 例No.5,6)は,と もに最

終判定 やや有効であ った。7目 目判定有効 の5例(症 例

1,2,3,4、7)の うち,4例 が 有 効 の 最終判定

で,症 例No.2は,最 終判定で,著 効 と 判定されて い

た。7日 目判定著効の1例(症 例No.8)は,10日 目の

最終判定で も著効 とされた。

また,自 覚症状の改善傾向 と,7日 目効果判定 を比較

す ると,著 明改善3例 は,著 効1例,有 効2例,改 善4

例 では,有 効3例,無 効1例,不 変1例 は,無 効例であ

った。

さらにTab1 e4に 示 した よ うに,疾 患別に7日 目判

Table 3 Course of cases
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Table 4 Judgement by disease

定,主 治医に よる最終判定を比較 した。急性気管支炎3

例では,7日 目判定 で3例 とも有効,最 終判定で薯効1

例,有 効2例 であった。気管支拡張症 の感染2例 では,

7日 目判定で有効1例,無 効1例,最 終判定では,有 効

1例,や や有効1例 であ った。慢性気管支炎の急性増悪

2例 では,7日 目判定で有効1例,無 効1例,最 終判定

で有効1例,や や有効1例 であった。気管支肺 炎の1例

は,7日 目判定 も,最 終判定 も著効であ った。

III.副 作 用

Table3に 示 したが,自 覚症状 としての副作用の発現

は全例にみ られなか った。

また,投 与に よる臨床検査への異常 な影響は,特 に認

めなか った。

IV.考 察

今 回のこの試験を行 った時期が,53年8月 下旬 より開

始 されてお り,季 節的にも呼吸器感染症 の余 り多 くない

時期で もあ り,さ らに,諸 般の事情によ り集計を急 いだ

事 もあ り,症 例数の不足や対象疾患 も満足のい くものば

か りではなか った。

対象症例8例 の うち,2例(症 例No.1,No.8)を 除

いては,肺 気腫,気 管支喘息,慢 性気管支炎,気 管支拡

張症 などの慢性呼吸器疾患においての感染症 であ り,当

科 の外来では この傾向は強 くなってお り,基 礎疾患 のな

い新 しい呼吸器感染症はあま りみ られない。

慢性呼吸器疾患 での検出菌 は,グ ラム陰性 桿菌の比率

が高 まってお り,Haemophilus inflmnzaeやKlebsiella

pneumoniae,Pseudomonas aeruginosaな ども しば しば

検出 されている。

今回の検 出菌の うち,病 原菌 と推定 されるStmptococc-

uspmumoniaeやKlebsiella pneulmoni.aeに は,Cefa-

dmxilの 感受性 も強 く,臨 床効果 も良好 であった。

しか し。Cephalosporin系 薬剤は,HaemoPhilus in-

fluengaeに は,ABPCよ り抗菌 力が 弱 く,な かには感

受性を示 さない場合 もあ り,今 回の試験 でHaemophilus

influenzaeを 検 出 した3例(症 例No.2,No.5,No.6)

で も,や は り菌の消失 は認め られず。他剤へ変更した例

もある。症例No.2,No.5は,CEXに 感受性(辮)と

い うことで,14日 まで投与 してみた例で自覚症状は軽快

したが,Hamophilus influenzaeの 消失は み られなか

った。

慢性呼吸器疾患を基礎に もつ呼吸器感染症では,原 因

菌の推定,検 出 も困難な場合 もあ り,重 症 な症例では特

に抗生物質 の選択 で問題 となる。

今回の試験 では,症 例数が少ない事や,全 例が中等症

以下で外来症例であ る事な ど,こ の薬剤の効果を判定す

るのは多少無理 と思われ るが,Cephalo8porin系 薬剤と

して,広 範囲の スベ ク トルを有 し,抗 菌 力も強 く,今回

の8例 につ いて も著効例を始 めとして何 らかの効果がみ

られ,Cephalexinと 同程度 の効果が,期 待できるので

は と考 えられ る。

V.結 藷

呼吸器感染症8例 にCefadmxil(BL-S578)を 投与

し,著 効2例,有 効4例,や や有効2例 の良好な成綾を

得た。

また,副 作用は全例 に認めなか った。

起 炎菌 と思 われるStrepfococous pneumoniae,Kleb-

siella pneumoniaeに は,本 剤は有用で あったが,Hae-

mophilus influenzaeで は,有 用性は認 められなかった。
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CLINICAL EXPERIENCE OF CEFADROXIL IN THE

TREATMENT OF RESPIRATORY TRACT INFECTION
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Cefadroxil was administered clinically in 8 cases of respiratory tract infections, and the results were

obtained as follows.

1. As for the clinical effects, good results were obtained with cefadroxil as excellent in 2 cases,

good in 4 cases, and fair in 2 cases out of total 8 cases consisting of 3 cases of acute bronchitis, 2 cases
of the infection in bronchiectasis, 2 cases of the acute exacerbation in chronic bronchitis, and 1 case

of bronchial pneumonia.

2. As for the bacteriological effects, cefadroxil was useful against Sir. prteumoniae and K. pneumoniae

which would have been considered as pathogen, while no usefulness was recognized against H. influenzae.

3. No side effect of cefadroxil was observed in all cases, nor abnormal influence was noticed in

clinical tests.


